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　昨秋、閉校が決まり、短い期間にやらなけれ昨秋、閉校が決まり、短い期間にやらなけれ
ばならないことがたくさんありました。記念式ばならないことがたくさんありました。記念式
典には、昨年から総合的な学習で取り組んだ典には、昨年から総合的な学習で取り組んだ

「琴」の演奏を発表しようと練習に力を入れました。「琴」の演奏を発表しようと練習に力を入れました。
生徒７人の今日の演　生徒７人の今日の演奏は、とても立派でした。奏は、とても立派でした。
子供たちは、音楽を通して人とかかわることの大切さ　子供たちは、音楽を通して人とかかわることの大切さ
や、少人数でもやればできる力を身に付けてくれたと思や、少人数でもやればできる力を身に付けてくれたと思
います。新たな学校へ羽ばたく生徒たちへ“頑張れ”といます。新たな学校へ羽ばたく生徒たちへ“頑張れ”と
エールを送ります。エールを送ります。
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　平成13年度に中学校を卒業したと
き生徒数は１０人でした。生徒会長を
務め、学校祭などみんなをまとめて

自分たちの手で頑張ったことを思い出します。
　全学年が仲良く、充実した中学校生活でし
た。昨年、閉校になると聞いて寂しい気持ちで
いっぱいでした。
　この学校が地域で使えるようになったら、み
んなと遊びに来たいと思います。　
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　私が通っていた頃は、まだ小・中併
置校でしたが、２７人位生徒がいまし
た。野球部でみんなと練習に励み、町

内大会に出たことが思い出されます。
　だんだん人数が減って、部活などいろんな
活動ができなくなって閉校になってしまうの
で残念ですが、仕方ありません。
　この学校が、地域みんなの為になる施設と
して、利用できればと思っています。
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　今日は太美駅のプラットホームが改修され
てとても乗降しやすくなったので、西当別連
絡協議会が主催した“ＪＲに感謝する”と云
う珍しい催しがあった。
　ＪＲから今や道内の経済界の実力者である
坂本会長さん等幹部の方が１０人ほど来られ
て、西当別コミセンで地域の人も３００人余り参
加されて大変盛大だった。
　札沼線は昭和９年に全面開通したが、昔の鹿
野恵造村長の回顧録を読むと明治４４年から鉄
道誘致運動が盛んになったと書かれている
が、当時、空知の石炭を小樽港へ運ぶ為と云
う目的を札幌へつなぐ為に随分苦労もあった
ようだ。
　私はお礼の挨拶で「当別－札幌間を２０分く
らいで走るようにしてほしい」と話しました。
実は札幌－当別間は札幌－千歳間や札幌－岩
見沢間よりはるかに近いのにＪＲでは所用時
間が逆に長い為に札幌市民に当別は遠いとこ
ろと錯覚されているところがある。
　今は道内で「学園都市線」が通勤通学列車
として一番利用されている訳だし、せめて一
日に何本か快速列車を走らせていただきたい
と思う。
　今の技術では当別－札幌間２０分は決して夢
ではないと思う。
　そうなれば車よりＪＲの方が利用されるよ
うになり札幌市内でも地下鉄の利用が増え交
通渋滞が緩和され、札幌周辺の町として大都
市に対する道義にかない温暖化問題の解決に
もつながる。
　鹿野村長も天国できれいな空気を吸えて喜
ばれると思う。
　テーブルを廻った時、ほとんどの人が“快速
があったらいいね”と期待していた。
　お祝に頂いたらしい“ロイズのシャンパン”
が当別産の“いも団子汁”や“当別家族”の料
理をひき立ててくれて楽しいパーティだった。
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�
行
政
改
革
を
成
功
さ
せ
る
た
め
に
は
、

行
政
と
住
民
が
情
報
を
共
有
す
る
必
要
が

あ
り
、
町
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
、
財
政
の

詳
し
い
情
報
を
掲
載
す
べ
き
。

�
財
政
状
況
に
つ
い
て
は
、
予
算
、
決
算

の
情
報
や
町
の
財
政
事
情
を
広
報
誌
で
お

知
ら
せ
し
て
き
ま
し
た
。
今
後
も
、
現
在

の
厳
し
い
財
政
状
況
を
皆
さ
ん
に
わ
か
り

や
す
く
理
解
し
て
い
た
だ
け
る
よ
う
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
や
広
報
誌
な
ど
で
積
極
的
に
情

報
を
掲
載
す
る
こ
と
を
検
討
中
で
す
。
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�
除
排
雪
に
つ
い
て
は
、
あ
る
程
度
、
町

民
の
負
担
も
必
要
だ
と
思
う
。
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２
月
下
旬
に
３
会
場
で
住
民
説
明

会
を
開
催
し
、
２
６
８
人
の
町
民
に

参
加
い
た
だ
き
ま
し
た
。
説
明
会
で

は
、
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
に
寄
せ

ら
れ
た
意
見
に
対
す
る
町
の
考
え
方

や
再
構
築
プ
ラ
ン
（
原
案
）
の
内
容
な

ど
の
説
明
を
し
て
、
質
問
や
意
見
を

伺
い
ま
し
た
。
今
月
は
、
説
明
会
で

い
た
だ
い
た
意
見
の
一
部
と
町
の
考

え
方
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

�
人
口
を
増
や
す
た
め
に
は
、
札
幌
ま
で

の
通
勤
時
間
が
短
縮
さ
れ
る
よ
う
、
Ｊ
Ｒ

に
働
き
か
け
る
必
要
が
あ
る
。

�
町
は
今
ま
で
も
、
Ｊ
Ｒ
の
時
間
短
縮

や
、
老
朽
駅
舎
、
プ
ラ
ッ
ト
ホ
ー
ム
整
備

な
ど
の
要
望
活
動
を
続
け
て
き
ま
し
た

が
、
地
域
の
要
望
の
一
つ
で
あ
っ
た
、
石

狩
太
美
駅
の
プ
ラ
ッ
ト
ホ
ー
ム
段
差
解
消

と
、
上
屋
の
整
備
が
昨
年　

月
に
実
現
し

12

ま
し
た
。

　

今
後
も
、
学
園
都
市
線
の
高
速
化
・
時

間
短
縮
を
実
現
さ
せ
る
た
め
に
、
地
域
住

民
や
沿
線
市
町
村
と
協
力
し
、
要
望
を
続

け
て
い
き
ま
す
。

�
町
道
や
身
近
な
生
活
道
路
に
つ
い
て

は
、
住
民
と
行
政
の
役
割
分
担
を
明
確
に

�
移
住
促
進
を
考
え
る
場
合
、
病
気
に

な
っ
た
ら
ど
う
す
る
の
か
心
配
が
あ
る
。

町
内
で
手
に
負
え
な
い
場
合
、
ど
こ
で
受

け
て
も
ら
え
る
の
か
町
の
方
で
、
し
っ
か

り
手
配
し
て
ほ
し
い
。

�
万
が
一
、
病
院
の
休
診
時
間
に
体
調
が

悪
く
な
っ
た
時
な
ど
の
た
め
に
、
医
療
機

関
の
協
力
を
い
た
だ
き
、
夜
間
や
土
日
・

祝
祭
日
に
は
、
内
科
系
の
救
急
当
番
医
制

度
が
あ
り
ま
す
。
そ
の
日
の
当
番
医
は
、

町
の
広
報
誌
や
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や
新
聞
に

掲
載
さ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
広
域
的
な

救
急
医
療
体
制
に
つ
い
て
は
、
町
の
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
か
ら
情
報
を
得
る
こ
と
が
出
来

ま
す
の
で
、
参
考
に
し
て
く
だ
さ
い
。
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し
、
協
働
し
て
維
持
管
理
で
き
る
よ
う
平

成　

年
度
に
検
討
し
ま
す
。
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